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地域の災害リスクを把握 

老人会で 3Ｄデジタルマップを講義 

 地域の高齢者に地域の災害リスクを把握してもらうため、市職員が小鮎地区

しあわせクラブ連合会（老人会）のメンバーに「あつぎ３Ｄデジタルマップ」

を使って講義を実施します。 

 

１ 日時 

    10 月 14 日（水） 10 時～11 時 30 分 

 

２ 場所 

    小鮎公民館・集会室（飯山南 1-46-5） 

 

３ 概要 

小鮎地区の住民約 30 人が、ハザードマップを立体的に表した３Ｄデジタ

ルマップの利用方法や地域防災を学びます。住民がデジタルマップを使って

地域が抱える災害リスクを把握することで、いざという時の迅速な避難行動

につなげます。 

 

４ ＰＲしたい内容、事業のポイント、前回との違いなど 

・高齢者が主体の地域団体にデジタルマップを使った講義をすることで、近

年の頻発・激甚化する災害に対応した防災意識の向上を図ります。 

・同地区での講座は今回で２回目。今年９月に発生した台風 25 号の影響を

受けて千葉県で集落が孤立した事案を教訓に、地域防災力の底上げを強化

します。 

・市ではデジタル技術を活用した災害に強いまちづくりを推進し、被害想定

が直感的に分かるデジタルマップを使った研修会を各地で開催。先月 24日

には、県立有馬高校の１年生を対象とした講座を実施しました。 
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